
Excel上で辞書の見出し語文字数の多い順に並べ替えを行う方法 
① 辞書のファイルを開きます。 
見出し語が A列、訳語が B列に入っているという前提で話を進めます。 

 
 
 
 
 
 
②A列と B列をすべて選択し、[挿入]メニューで[列]を選択します。 
これで空白の A列と B列が作成され、見出し語が C列、訳語が D列にきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ C列の内容（見出し語）を A列にコピーします。 
これで、A列＝見出し語、B列＝空白、C列＝見出し語、D列＝訳語となります。 
 
 
 
 
 
 
 

↓ 
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④ カーソルを B1セルに合わせ、[挿入]メニューで[関数]を選びます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 関数の分類で[文字列操作]を選択し、関数名 LENB を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 引数のダイアログが出ますので、A1と入力します。 
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これで関数式 =LENB(A1) が入力され、B1セルには戻り値である 4が表示されます。 
 
 
 
 
 
戻り値の 4は A1セルの見出し語のバイト数に相当します。 
 
⑦ B1セルをコピーし、B1が点線で囲まれている状態で B2以下の見出し語の続く行まで
マウスで選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ Ctrl+Vを押してコピーした内容をペーストします。これで B列の各セルに=関数式が 
コピーされ、それぞれの見出し語のバイト数が自動計算されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨ B列、C列、D列を選択し、[データ]メニューの並べ替えを選びます。 
 
⑩ 最優先列を B列にして、降順のソートを実行します。つまり、関数で計算したバイト数
の多い順に並べ替えることになります。 
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↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
これで C列の見出し語がバイト数の多い順に並びます。 
 
なお、B列の内容そのものは並べ替えがなされません。 
気になる人は、(1) B 列全体をコピーし、(2) コピーした内容をテキストエディタなどの新
規文書に貼り付け、(3) 貼り付けた内容をコピーし、(4) B列の内容を削除し、(5) コピーし
ておいた内容を B列に貼り戻してください。 
 
一度テキストエディタなどに持っていくことで、B列に表示される数字が戻り値ではなく単
なる数字になりますので、B列優先の並べ替えで一緒に並べ替えがなされます。 
 
※ 上記の例では LENBという関数を使用していますが、これと似たような関数に LENが
あります。基本的な使い方は同じで、違いは LENBが文字のバイト数を返すのに対し、LEN
では文字数が戻り値として返されます。 
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